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本
会
は
、
７
月
22
日
、
鳥
取
市
「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
」
及
び
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
に
て
、
弁
護
士
法
人

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ  

Ｈ
Ｒ  

Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

代
表
社
員
・
弁
護
士
・
杉
田
昌
平
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
外
国
人
雇
用
の
現
状
と
制
度
改

革
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
外
国
人
技
能
実
習
制

度
適
正
化
講
習
会
を
開
催
し
、
外
国
人
技
能

実
習
生
受
入
事
業
を
実
施
し
て
い
る
事
業
協

同
組
合
代
表
者
、
責
任
者
等
が
参
加
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
技
能
実
習
制
度
に
お
け
る

違
反
事
例
の
減
少
・
適
切
な
実
習
管
理
を
目

的
に
労
働
関
係
法
令
、
中
協
法
等
の
周
知
徹

底
を
図
り
、
育
成
就
労
制
度
の
円
滑
な
導
入

へ
の
道
筋
と
な
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
、

杉
田
弁
護
士
よ
り
、
技
能
実
習
制
度
の
現
状

分
析
、
育
成
就
労
制
度
の
概
要
、
転
籍
や
産

業
分
野
の
考
え
方
な
ど
説
明
を
受
け
る
と
と

も
に
、
監
理
団
体
に
代
わ
る
育
成
就
労
制
度

の
監
理
支
援
機
関
の
役
割
や
業
務
、
留
意
点

な
ど
に
つ
い
て
示
唆
を
受
け
た
。

　

ま
た
講
習
会
の
前
段
に
は
、
外
国
人
技
能

実
習
生
受
入
事
業
を
実
施
し
て
い
る
組
合
組

織
「
鳥
取
県
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
組
合

連
絡
協
議
会
」
の
定
期
総
会
が
行
わ
れ
、
令

和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令

和
７
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
等

全
４
議
案
が
可
決
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
に
お
い
て
、会
長
に
竹
本
利
治
氏（
協

同
組
合
ユ
ー
ラ
シ
ア
山
陰
・
理
事
長
）
が
再

任
し
た
。　
　
　
　
　
（
組
織
支
援
部　

上
根
）講習会の様子

外
国
人
雇
用
の
現
状
と
制
度
改
革

　

本
会
は
、
８
月
４
日
、
倉
吉
市
「
ホ

テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉
」、
８
月
20

日
、
鳥
取
市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
鳥
取
」、８
月
26
日
、米
子
市
「
米

子
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
」
に

お
い
て
、
東
・
中
・
西
部
各
地
区
の
支

部
会
を
開
催
し
た
。

　

支
部
会
は
、
セ
ミ
ナ
ー
及
び
会
員

交
流
会
の
２
部
構
成
で
実
施
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
グ
ロ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
青
木
博
之

氏
よ
り
、「
価
格
転
嫁
や
賃
上
げ
実

現
に
向
け
た
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

と
題
し
て
講
話
い
た
だ
い
た
。
次
い

で
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
政

策
推
進
部
の
担
当
者
よ
り
、
取
引
先

と
の
価
格
交
渉
や
取
引
条
件
の
決
定

に
有
効
な
手
段
と
な
る
「
団
体
協
約

制
度
」
に
つ
い
て
、
制
度
概
要
や
実

際
の
取
組
事
例
等
の
説
明
を
受
け
た
。

　

会
員
交
流
会
で
は
、「
価
格
転
嫁
、

賃
上
げ
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
か
ら
組
合
や

組
合
員
の
業
界
動
向
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
、
所
属
す
る
業
界
の
垣

根
を
越
え
て
様
々
な
情
報
を
出
し
合

い
解
決
の
糸
口
を
探
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

  

（
企
画
振
興
部　

森
本
）支部会様子（東部会場）

価
格
転
嫁
、賃
上
げ
対
応
状
況
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
交
換

中 央 会

〜
外
国
人
技
能
実
習
制
度
適
正
化
講
習
会
実
施
〜

各
地
区
で
支
部
会
を
開
催
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「
遠
い
未
来
と
思
っ
て
い
た
が
、ま

さ
か
こ
ん
な
時
代
が
来
る
と
は
…
」

　

こ
れ
は
、２
０
２
２
年
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
登
場
し
た
際
、
多
く
の
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
漏
ら
し
た
ひ
と

言
で
す
。
当
初
は
「
調
べ
も
の
が
で

き
る
賢
い
検
索
機
能
」
く
ら
い
に
思

っ
て
い
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
実
は
Ｃ

ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
の「
生
成
Ａ
Ｉ
」さ

え
も
、
今
や
そ
の
立
ち
位
置
は
変
わ

り
は
じ
め
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
の

最
新
技
術
で
は
従
来
の
企
画
書
や
プ

レ
ゼ
ン
資
料
の
草
案
、
だ
け
で
な
く
、

予
約
の
受
付
、
ア
プ
リ
の
開
発
（
コ

ー
ド
の
自
動
生
成
）
や
デ
ー
タ
分
析

や
需
要
予
測
な
ど
を
、
簡
単
な
指
示

だ
け
で
可
能
と
な
る
「
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
」
な
る
存
在
が
登
場
し
、
人

間
の
仕
事
を
し
れ
っ
と
こ
な
す
時
代

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、話
は
戻
り
ま
す
。そ
も
そ
も
、

生
成
Ａ
Ｉ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

端
的
に
表
す
と
生
成
Ａ
Ｉ
は
「
ゼ
ロ

か
ら
何
か
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
Ａ

Ｉ
」
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
「
ア
イ
デ

ア
を
出
す
の
は
人
間
の
仕
事
」
と
信

じ
ら
れ
て
い
た
世
界
に
、
彼
ら
（
Ａ

Ｉ
）
が
突
然
踏
み
込
ん
で
き
た
の
で

す
。た
と
え
ば
、あ
る
企
業
で
は
、こ

れ
ま
で
熟
練
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
が

唸
っ
て
考
え
て
い
た
広
告
文
を
、 

Ａ

Ｉ
が
秒
速
で
10
案
生
成
し
、
そ
の
う

ち
の
１
つ
が
実
際
に
採
用
さ
れ
る
…

な
ん
て
こ
と
が
現
実
に
起
こ
っ
て
い

ま
す
。こ
の
変
化
は
、こ
れ
ま
で 

„
経

験
“
や„
ノ
ウ
ハ
ウ
“
に
価
値
が
置
か

れ
て
い
た
領
域
に
対
し
、
大
き
な
問

い
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。「
経
験

が
な
く
て
も
、 

Ａ
Ｉ
と
一
緒
に
仕
事

が
で
き
る
時
代
」、
そ
う
聞
く
と
少

し
ド
キ
ッ
と
す
る
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
、
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
れ
は
私
た
ち
人

間
に
と
っ
て
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
が
ゼ
ロ
か
ら
１
を
作
る
な

ら
、
私
た
ち
の
役
割
は
そ
の
１
を
１

０
０
に
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
生
成

Ａ
Ｉ
か
ら
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
を
、

「
ど
う
使
う
か
」「
ど
う
組
み
合
わ
せ

る
か
」「
ど
う
魅
力
的
に
届
け
る
か
」

と
い
っ
た
創
意
工
夫
や
判
断
力
を
醸

成
し
て
い
く
、い
わ
ば 

„
編
集
者
“
の

よ
う
な
役
割
に
進
化
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
産
業
革
命
は
肉
体
の

力
を
代
替
し
、
情
報
革
命
は
知
識
の

検
索
を
高
速
化
し
て
き
ま
し
た
。 

Ａ

Ｉ
革
命
は
、
創
造
の
一
般
化
を
も
た

ら
し
、「
誰
も
が
創
れ
る
」
時
代
を
開

き
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
革
命
は
、
単

な
る
業
務
効
率
化
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
企
業
や
組
織
の
あ
り
方
、
企
業

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
そ
の
も
の
、

ひ
い
て
は
「
価
値
の
創
造
」
そ
の
も

の
を
変
革
し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
時
代

が
来
る
」
で
は
な
く
、「
Ａ
Ｉ
と
共
に
、

新
し
い
仕
事
を
創
っ
て
い
く
時
代
が

始
ま
っ
た
」
の
で
す
。
で
は
、
我
々

は
ど
う
す
べ
き
か
。
大
き
な
こ
と
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

身
近
な
業
務
の
中
で
、
試
し
に
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
話
し
か
け
て
み
る
。

案
外
、
驚
く
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
返

っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
回
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
ど
う
活
用

す
れ
ば
業
務
に
役
立
て
ら
れ
る
の
か
、

具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。「
Ａ
Ｉ
？
難
し

そ
う
…
」
と
思
っ
て
い
た
方
も
、
ち

ょ
っ
と
面
白
く
感
じ
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。
さ
て
、
こ
の
文
章
、 

Ａ
Ｉ
が
書
い
た
と
思
い
ま
す
か
？

　

…
答
え
は
、
ご
想
像
に
お
任
せ
し

ま
す
。

Ａ
Ｉ
革
命
時
代
の
ジ
ブ
ン
改
革
の
ス
ス
メ

岩
田
中
小
企
業
診
断
士
事
務
所

　
　
　
　
所
長
　
岩
田
広
幸
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鳥
取
本
通
商
店
街
・
土
曜
夜
市
を
開
催

　
鳥
取
本
通
商
店
街
振
興
組
合（
理
事
長
・

髙
橋
俊
夫
氏
）は
、７
月
19
日
〜
８
月
９

日
の
土
曜
日
・
４
日
間
、当
商
店
街
に
お
い

て「
鳥
取
本
通
商
店
街
・
土
曜
夜
市
」を
開

催
し
た
。

　
鳥
取
の
夏
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
土

曜
夜
市
は
、今
年
も
全
日
程
が
歩
行
者
天

国
と
な
り
、個
性
豊
か
な
屋
台
・キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
や
親
子
で
楽
し
め
る
キ
ッ
ズ

イ
ベ
ン
ト
、夜
市
を
盛
上
げ
る
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
は
袋
川
ス
テ
ー
ジ
が
増
え
２
会

場
に
な
る
な
ど
昨
年
か
ら
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
、待
ち
わ
び
た
多
く
の
市
民
で

賑
わ
っ
た
。

　
同
商
店
街
の
髙
橋
理
事
長
は「
昨
年
か

ら
始
め
た
ス
ポ
ン
サ
ー
制
に
多
く
の
企
業

団
体
様
か
ら
ご
支
援
を
受
け
ま
し
て
全
４

回
今
年
も
滞
る
こ
と
な
く
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。今
年
か
ら
少
々
規
模
を

拡
大
い
た
し
ま
し
て
、多
く
の
お
客
様
に

喜
ん
で
頂
け
た
と
存
じ
ま
す
。我
々
の
土

曜
夜
市
は
コ
ロ
ナ
か
ら
４
年
ぶ
り
に
復
活

し
た
際
は
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
も「
鳥
取

の
夏
が
復
活
」と
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
組
合
が
60
年
以
上
開
催
し
て
ま
い
り
ま

し
た
、い
わ
ば
鳥
取
本
通
商
店
街
の
„ 

伝

家
の
宝
刀 

“で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
時
代
に
合
わ
せ
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
ま
し
て
、も
う
一
段
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

へ
と
成
長
さ
せ
て
誠
の
意
味
で
鳥
取
の
夏

の
風
景
に
同
化
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

（
組
織
支
援
部　
柳
原
）

子
ど
も
た
ち
の
夏
の
思
い
出

　
　
　「
土
曜
夜
市
」を
開
催

　
元
町
通
り
商
店
街
振
興
組
合
（
理
事
長
・
遠
藤
至

弘
氏
）
は
法
勝
寺
通
り
商
店
街
と
、
７
月
26
日
、
米

子
の
夏
の
風
物
詩
「
土
曜
夜
市
２
０
２
５
」
を
開
催

し
た
。

　
商
店
街
に
は
、
焼
き
そ
ば
や
か
き
氷
、
宝
石
す
く

い
、
射
的
な
ど
の
屋
台
30
店
が
ず
ら
り
と
並
び
、
若

者
や
家
族
連
れ
ら
で
賑
わ
い
、
縁
日
や
グ
ル
メ
を
満

喫
し
た
。メ
イ
ン
会
場
と
な
る「
パ
テ
ィ
オ
広
場
」特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
恒
例
の
伊
木
市
長
と
の
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
を
は
じ
め
、
子
ど
も
万
灯
や
音
楽
ラ
イ
ブ

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
遠
藤
理
事
長
は
「
地
域
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て

き
た
土
曜
夜
市
の
伝
統
を
今
に
繋
ぎ
、
商
店
街
の
通

り
や
広
場
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
の
思
い
出
に

残
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
思
い
を
語
っ
た
。　
　
　
　
（
企
画
振
興
部　
森
本
）

　
倉
吉
銀
座
商
店
街
振
興
組
合（
理
事
長
・

小
林
健
治
氏
）は
、７
月
19
日
、26
日
、「
Ｇ

Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ 
土
曜
夜
市 

銀
座
鉄
道
の
夜 

２

０
２
５
」
を
開
催
し
た
。

　
会
場
と
な
る
倉
吉
銀
座
通
り
は
歩
行
者

天
国
と
な
っ
て「
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
は
く
と
」

を
運
行
、
保
護
者
が
見
守
る
な
か
子
供
た

ち
は
会
場
内
を
周
回
す
る
列
車
へ
の
乗
車

を
楽
し
ん
だ
。

　
ま
た
、
銀
座
屋
台
村
・
銀
座
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
で
は
地
元
グ
ル
メ
や
焼
き
そ
ば
、
メ

ダ
カ
す
く
い
を
は
じ
め
と
し
た
屋
台
や
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
が
軒
を
連
ね
る
と
と
も

に
、
打
吹
天
女
伝
説
ま
つ
り
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
ス
テ
ー
ジ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
ラ
イ

ブ
な
ど
の
多
彩
な
催
し
が
歩
行
者
天
国
の

各
所
で
開
催
さ
れ
、
若
者
や
家
族
連
れ
な

ど
多
く
の
来
場
者
が
特
別
な
夜
の
時
間
を

過
ご
し
た
。　
　
　
（
企
画
振
興
部　
森
本
）

「
土
曜
夜
市 

銀
座
鉄
道
の
夜
」を
開
催

土曜夜市の様子

土曜夜市の様子

土曜夜市の様子
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令和7年9月1日

令和７年度通常総会で選任された
新理事長を紹介致します。

新理事長
紹 介

賀露鮮魚仲買協同組合

理事長　

中村　俊介 氏

住　　所：鳥取市賀露町西４丁目1806番地
設　　立：昭和42年1月
組 合 員：17社
主な事業：鮮魚類の共同販売、
　　　　　事業資金の貸付け及び借入れ、
　　　　　教育情報提供事業　ほか

鳥取県畳振興協同組合

理事長　

瀬尾　穣明 氏

住　　所：米子市東福原３丁目９番９号
設　　立：昭和45年６月
組 合 員：13社
主な事業：畳の普及推進事業、
　　　　　畳製作の技能向上訓練事業、
　　　　　教育情報提供事業　ほか

未来人材コネクト協同組合

理事長　

谷口　昌弘 氏
住　　所：鳥取市商栄町202番地２
設　　立：令和３年３月
組 合 員：５社
主な事業：共同事務代行事業、
　　　　　外国人技能実習生受入事業、
　　　　　外国人技能実習生受入れに
　　　　　　　　　　係る職業紹介事業　ほか

鳥取県リサイクル協同組合

理事長　

田村　　徹 氏

住　　所：米子市大篠津3013番地１
設　　立：平成17年３月
組 合 員：８社
主な事業：固形燃料の共同生産、
　　　　　教育情報提供事業、
　　　　　福利厚生事業　ほか

鳥取県味噌醤油工業
　　　　　　　協同組合

理事長　

須山　裕文 氏

住　　所：鳥取市本町２丁目107
設　　立：昭和24年９月
組 合 員：11社
主な事業：原材料の共同購入・販売事業、
　　　　　検査分析事業、
　　　　　教育情報提供事業　ほか
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6

令和7年9月1日 鳥取県の中小企業景況

製
造
業

入
コ
ス
ト
の
増
加
が
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る

う
え
、
価
格
転
嫁
の
遅
れ
も
利
益
率
の
低
下

を
招
い
て
お
り
、
金
属
部
品
メ
ー
カ
ー
の
業

況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
い

る
。
人
手
不
足
に
よ
る
生
産
計
画
の
遅
延
や

外
注
費
の
増
加
も
重
な
り
、
コ
ス
ト
構
造
の

悪
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
海
外
市
況
も

軟
調
で
、
輸
出
依
存
度
の
高
い
企
業
ほ
ど
受

注
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
安
価
な
物
件
が
目
立
ち
、
受
注
採
算
割
れ

物
件
は
各
社
と
も
受
注
し
な
い
慎
重
な
姿
勢

を
保
ち
つ
つ
、
手
持
ち
工
事
量
、
稼
働
率
の

維
持
に
注
力
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
顧
客
情
報
で
は
必
ず
し
も
景
気
は
良
く
な

い
が
、
航
空
機
や
発
電
所
の
タ
ー
ビ
ン
等
の

高
級
素
材
の
熱
処
理
は
受
注
が
活
発
化
し
て

い
る
。
ガ
ス
、
電
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
は
政

府
の
補
助
が
終
了
し
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
米
国
関
税
の
影
響
に
よ
り
材
料
の
納
期
遅

延
が
発
生
し
て
い
る
う
え
、
材
料
の
不
足
や

生
産
調
整
で
計
画
変
更
が
多
発
し
て
い
る
。

安
定
生
産
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
収
益

確
保
が
厳
し
い
状
況
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
前
月
比
で
取
扱
数
量
は

横
ば
い
、
売
上
高
は
単
価
の
低
下
に
よ
り
減

少
し
て
い
る
。
前
年
同
月
比
で
は
取
扱
数
量
、

売
上
高
と
も
減
少
し
て
い
る
。
鮮
魚
関
係
で

は
、
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
取
扱
数
量
、

売
上
高
が
減
少
し
た
。
賃
上
げ
対
応
と
給
与

原
資
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
事
務
機
器

関
係
で
は
、
先
月
に
引
き
続
き
Ｐ
Ｃ
関
連
の

需
要
が
多
く
売
上
は
増
加
し
た
。
10
月
の
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
ま
で
は

駆
け
込
み
需
要
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
仕
入

配
送
に
関
わ
る
コ
ス
ト
増
の
影
響
、
配
送
の

減
便
と
そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
等

が
見
受
け
ら
れ
る
。
人
材
確
保
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
う
え
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に

よ
る
人
件
費
上
昇
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
米

国
関
税
の
合
意
も
、
従
来
よ
り
関
税
上
昇
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
先
行
き
不
透
明
感
は
強
ま

っ
て
い
る
。
水
産
物
関
連
で
は
、
巻
き
網
は

小
型
の
サ
バ
と
小
羽
、
小
ウ
ル
メ
の
混
獲
漁

が
続
き
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
水
揚
げ
と
な

っ
た
。
マ
グ
ロ
漁
は
例
年
よ
り
早
く
月
の
初

め
で
漁
獲
枠
を
消
化
し
終
漁
と
な
っ
た
。
今

期
も
白
い
か
、
ス
ル
メ
イ
カ
は
不
漁
が
続
き

特
に
大
型
の
物
が
少
な
く
贈
答
用
に
は
苦
戦

し
て
い
る
模
様
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
取
扱
品
物
の
発
生
数
量
は
、
若
干
の
減
少

は
あ
る
も
の
の
大
き
な
変
動
は
見
受
け
ら
れ

な
い
。
価
格
も
変
動
は
な
い
が
、
今
後
米
国

関
税
の
影
響
で
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
７
月
は
本
通
商

店
街
土
曜
夜
市
も
始
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト
時
は

大
い
に
賑
わ
っ
て
い
る
。
物
価
高
騰
に
よ
る

消
費
マ
イ
ン
ド
の
減
退
は
変
わ
ら
ず
、
販
売

価
格
転
嫁
が
進
む
一
方
で
客
数
の
減
少
に
よ

り
売
上
自
体
は
昨
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

コ
メ
価
格
が
高
騰
に
よ
り
飲
食
店
は
厳
し
い

状
況
で
、
消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
鳥
取
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、

来
場
者
は
前
月
比
で
は
夏
休
み
に
入
っ
た
こ

と
も
あ
り
増
加
、
前
年
同
月
比
は
横
ば
い
で

推
移
し
た
。
倉
吉
市
の
商
店
街
で
は
、
夏
休

み
に
入
り
、
倉
吉
銀
座
商
店
街
で
「
土
曜
夜

市
」
を
開
催
し
、
屋
台
を
は
じ
め
音
楽
を
中

心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

打
吹
回
廊
で
の
舞
台
、
倉
吉
信
用
金
庫
う
つ

ぶ
き
支
店
前
で
の
ラ
イ
ブ
、「
銀
座
鉄
道
の

夜
」
と
銘
打
っ
た
ミ
ニ
S
L
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、２
日
間
で
延
べ
約
７
，０
０
０
人
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。
米
子
市
の

商
店
街
で
は
、
前
月
と
比
較
し
人
の
動
き
が

活
発
と
な
り
、
商
店
街
へ
の
来
街
者
も
増
加

し
た
。
７
月
末
に
は
元
町
通
り
商
店
街
で
土

曜
夜
市
を
開
催
し
、約
５
，０
０
０
人
の
集
客

と
な
っ
た
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
猛
暑
の
影
響

に
よ
り
砂
丘
に
訪
れ
る
観
光
客
が
以
前
よ
り

も
減
っ
て
い
る
。
団
体
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
ツ
ア
ー
等
が
万
博
に
流
れ
た
う
え
バ
ス

不
足
も
あ
り
、
例
年
以
上
に
少
な
い
。
米
子

市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
夏
休
み
に
入
り

宿
泊
客
が
増
加
し
、
前
年
同
月
微
増
と
な
っ

た
。
三
朝
温
泉
で
は
、
連
日
猛
暑
が
続
き
人

通
り
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
夏
休
み
に
入

る
と
徐
々
に
人
流
は
回
復
し
た
。
羽
合
温
泉

で
は
、
７
月
の
宿
泊
は
前
月
比
約
10
％
増
加
、

前
年
同
月
比
約
20
％
増
加
と
な
っ
た
。
月
の

前
半
は
大
き
な
宿
泊
の
動
き
は
見
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
後
半
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や

高
校
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
受
入
に
よ
り
宿
泊
者

数
が
伸
び
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
７
月
の
新
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
１
，７
７
８
台
で
前
月
比
15
．２
％
、

前
年
同
月
比
15
．３
％
で
と
も
に
増
加
と
な

っ
た
。
中
古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
７
１
０
台
で
前
月
比
２
．６
％
、
前

年
同
月
比
２
．７
％
で
と
も
に
増
加
と
な
っ
た
。

継
続
検
査
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ

て
１
６
，５
２
３
台
で
前
月
比
２
．０
％
、
前

年
同
月
比
１
．７
％
で
と
も
に
増
加
と
な
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
６
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
１

０
６
億
円
、
件
数
２
０
６
件
と
な
っ
た
。
公

共
投
資
は
単
月
、
年
度
累
計
と
も
に
前
年
同

月
比
プ
ラ
ス
と
な
る
も
、
住
宅
投
資
、
設
備

投
資
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
き
、
全
体
と
し
て
は

弱
め
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
資
材
価
格
や

労
務
コ
ス
ト
の
高
騰
が
続
く
中
、
価
格
転
嫁

出
来
な
い
赤
字
工
事
も
発
生
し
、
売
上
、
採

算
の
悪
化
は
継
続
し
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
７
月
の
物
流
は
、
製
造
業
関
係
や
農
産
物

の
輸
送
が
徐
々
に
増
え
て
き
て
お
り
、
先
月

に
比
べ
て
良
好
な
動
き
と
な
っ
た
。
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
は
深
刻
で
時
間
外
労
働
規
制
を
背

景
に
、
ス
ポ
ッ
ト
運
賃
は
高
止
ま
り
が
続
い

て
い
る
。
補
助
金
に
よ
り
軽
油
価
格
が
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
た
。
ま
た
、
荷
物
受
注
に

つ
い
て
も
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
増

加
と
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
引
続
き
深

刻
と
な
っ
て
お
り
、
収
益
確
保
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
今
後
、
果
実
関
連
の
収

穫
時
期
を
迎
え
る
が
雨
不
足
に
よ
る
不
作
も

懸
念
さ
れ
る
。　
　

 （
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
原
材
料
、
特
に
鶏
卵
、
小
豆
、
砂
糖
の
高

騰
及
び
高
止
ま
り
に
よ
り
収
益
を
圧
迫
し
て

い
る
。
味
噌
・
醤
油
業
界
で
は
、
鳥
取
県
産

の
味
噌
は
米
味
噌
１
０
０
％
で
あ
り
地
元
産

の
米
が
望
ま
れ
る
た
め
原
材
料
の
高
騰
が
続

い
て
い
る
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
秋
冬
物
の
受
注
商
談
は
低
調
に
推
移
し
て

い
る
。
衣
料
品
小
売
は
売
上
が
低
迷
し
て
お

り
、
今
後
も
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
対
応
す
る
最

終
小
売
の
値
上
げ
は
困
難
で
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

【
家
具
装
備
品
】

　
売
上
高
は
前
月
比
で
同
水
準
、
前
年
同
月

比
で
減
少
、
収
益
状
況
は
前
月
比
で
同
水
準
、

前
年
同
月
比
で
減
少
し
た
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
で
増
加
、
製
材
品
の
生
産
量
は
横
ば

い
、
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比
で
微
増
と
な

っ
た
。
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
も
増
加
し
て

い
る
が
梅
雨
明
け
も
影
響
し
価
格
は
上
昇
傾

向
に
あ
る
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の
稼
働
率
は

前
月
比
１
７
０
％
、
前
年
同
月
比
は
80
％
で

推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
等
諸
経
費
の

高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印
　
刷
】

　
選
挙
関
係
で
売
上
が
増
加
し
た
も
の
の
、

収
益
の
増
加
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
大
阪
万

博
関
連
の
仕
事
が
多
少
見
受
け
ら
れ
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
東
部
地
区
の
７
月
の
出
荷
量
は
、
前
月
比

約
１
１
３
％
、
前
年
同
月
比
約
１
２
１
％
と

な
り
、
い
ず
れ
も
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

中
部
地
区
で
は
前
月
比
約
１
０
１
％
と
横
ば

い
で
推
移
し
た
も
の
の
、
前
年
同
月
比
は
75

％
に
と
ど
ま
り
大
幅
に
減
少
し
た
。
西
部
地

区
で
は
前
月
比
約
１
１
４
％
と
堅
調
な
伸
び

が
見
受
け
ら
れ
、
前
年
同
月
比
で
は
約
１
０

１
％
と
前
年
並
み
の
水
準
を
維
持
し
た
。

【
金
属
製
品
】

　
原
材
料
費
の
高
止
ま
り
と
円
安
に
よ
る
輸

＊DIとは景気の動きをとらえるための指標。「増加、上昇、好転」の割合から「減少、低下、悪化」の割合を差し引いた値。

　全業種景況DI値は、前月比１３.１ポイント上昇のプラスマイナス０、前年同月比１３.２ポイント上昇のマ
イナス１３.１となった。製造業では、引き続き光熱費をはじめ、原材料等の高騰が収益を圧迫しており厳し
い状況が続いている。一部業種では米国関税の影響による材料の納期遅れや輸入コストの増加が見受け
られ、先行き不透明な状況となっている。非製造業では、観光関連の一部で人流の回復の兆しはあるものの、
物価高騰により消費者の節約志向は強く、収益改善には至っていない。卸売や運輸、建設業では引き続き
人手不足や労務費の増加への対応に苦慮している。県内景況は、猛暑による消費減退や諸経費コストの増
加が共通の課題となっており、短期的な改善は難しい状況にある。多くの業種で人手不足や後継者問題が
深刻化しているほか、燃料、原材料、人件費の高騰が収益を圧迫している。さらに米国関税や国際情勢によ
る不透明感が加わり、先行きは厳しい。

原材料、人件費等の高騰が
収益を圧迫
米国関税の影響による納期遅れや
輸入コスト増加で先行きは不透明
～景況DI値は、前年同月比１３.２ポイント上昇のマイナス１３.１～

景気動向（前年同月比全業種DI） 売上高 収益状況 景況

R5/7 R6/7 R7/7

月7
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非
製
造
業

入
コ
ス
ト
の
増
加
が
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る

う
え
、
価
格
転
嫁
の
遅
れ
も
利
益
率
の
低
下

を
招
い
て
お
り
、
金
属
部
品
メ
ー
カ
ー
の
業

況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
い

る
。
人
手
不
足
に
よ
る
生
産
計
画
の
遅
延
や

外
注
費
の
増
加
も
重
な
り
、
コ
ス
ト
構
造
の

悪
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
海
外
市
況
も

軟
調
で
、
輸
出
依
存
度
の
高
い
企
業
ほ
ど
受

注
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
安
価
な
物
件
が
目
立
ち
、
受
注
採
算
割
れ

物
件
は
各
社
と
も
受
注
し
な
い
慎
重
な
姿
勢

を
保
ち
つ
つ
、
手
持
ち
工
事
量
、
稼
働
率
の

維
持
に
注
力
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
顧
客
情
報
で
は
必
ず
し
も
景
気
は
良
く
な

い
が
、
航
空
機
や
発
電
所
の
タ
ー
ビ
ン
等
の

高
級
素
材
の
熱
処
理
は
受
注
が
活
発
化
し
て

い
る
。
ガ
ス
、
電
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
は
政

府
の
補
助
が
終
了
し
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
米
国
関
税
の
影
響
に
よ
り
材
料
の
納
期
遅

延
が
発
生
し
て
い
る
う
え
、
材
料
の
不
足
や

生
産
調
整
で
計
画
変
更
が
多
発
し
て
い
る
。

安
定
生
産
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
収
益

確
保
が
厳
し
い
状
況
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
前
月
比
で
取
扱
数
量
は

横
ば
い
、
売
上
高
は
単
価
の
低
下
に
よ
り
減

少
し
て
い
る
。
前
年
同
月
比
で
は
取
扱
数
量
、

売
上
高
と
も
減
少
し
て
い
る
。
鮮
魚
関
係
で

は
、
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
取
扱
数
量
、

売
上
高
が
減
少
し
た
。
賃
上
げ
対
応
と
給
与

原
資
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
事
務
機
器

関
係
で
は
、
先
月
に
引
き
続
き
Ｐ
Ｃ
関
連
の

需
要
が
多
く
売
上
は
増
加
し
た
。
10
月
の
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
ま
で
は

駆
け
込
み
需
要
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
仕
入

配
送
に
関
わ
る
コ
ス
ト
増
の
影
響
、
配
送
の

減
便
と
そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
等

が
見
受
け
ら
れ
る
。
人
材
確
保
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
う
え
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に

よ
る
人
件
費
上
昇
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
米

国
関
税
の
合
意
も
、
従
来
よ
り
関
税
上
昇
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
先
行
き
不
透
明
感
は
強
ま

っ
て
い
る
。
水
産
物
関
連
で
は
、
巻
き
網
は

小
型
の
サ
バ
と
小
羽
、
小
ウ
ル
メ
の
混
獲
漁

が
続
き
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
水
揚
げ
と
な

っ
た
。
マ
グ
ロ
漁
は
例
年
よ
り
早
く
月
の
初

め
で
漁
獲
枠
を
消
化
し
終
漁
と
な
っ
た
。
今

期
も
白
い
か
、
ス
ル
メ
イ
カ
は
不
漁
が
続
き

特
に
大
型
の
物
が
少
な
く
贈
答
用
に
は
苦
戦

し
て
い
る
模
様
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
】

　
取
扱
品
物
の
発
生
数
量
は
、
若
干
の
減
少

は
あ
る
も
の
の
大
き
な
変
動
は
見
受
け
ら
れ

な
い
。
価
格
も
変
動
は
な
い
が
、
今
後
米
国

関
税
の
影
響
で
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
７
月
は
本
通
商

店
街
土
曜
夜
市
も
始
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト
時
は

大
い
に
賑
わ
っ
て
い
る
。
物
価
高
騰
に
よ
る

消
費
マ
イ
ン
ド
の
減
退
は
変
わ
ら
ず
、
販
売

価
格
転
嫁
が
進
む
一
方
で
客
数
の
減
少
に
よ

り
売
上
自
体
は
昨
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

コ
メ
価
格
が
高
騰
に
よ
り
飲
食
店
は
厳
し
い

状
況
で
、
消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
鳥
取
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、

来
場
者
は
前
月
比
で
は
夏
休
み
に
入
っ
た
こ

と
も
あ
り
増
加
、
前
年
同
月
比
は
横
ば
い
で

推
移
し
た
。
倉
吉
市
の
商
店
街
で
は
、
夏
休

み
に
入
り
、
倉
吉
銀
座
商
店
街
で
「
土
曜
夜

市
」
を
開
催
し
、
屋
台
を
は
じ
め
音
楽
を
中

心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

打
吹
回
廊
で
の
舞
台
、
倉
吉
信
用
金
庫
う
つ

ぶ
き
支
店
前
で
の
ラ
イ
ブ
、「
銀
座
鉄
道
の

夜
」
と
銘
打
っ
た
ミ
ニ
S
L
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、２
日
間
で
延
べ
約
７
，０
０
０
人
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。
米
子
市
の

商
店
街
で
は
、
前
月
と
比
較
し
人
の
動
き
が

活
発
と
な
り
、
商
店
街
へ
の
来
街
者
も
増
加

し
た
。
７
月
末
に
は
元
町
通
り
商
店
街
で
土

曜
夜
市
を
開
催
し
、約
５
，０
０
０
人
の
集
客

と
な
っ
た
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
猛
暑
の
影
響

に
よ
り
砂
丘
に
訪
れ
る
観
光
客
が
以
前
よ
り

も
減
っ
て
い
る
。
団
体
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
ツ
ア
ー
等
が
万
博
に
流
れ
た
う
え
バ
ス

不
足
も
あ
り
、
例
年
以
上
に
少
な
い
。
米
子

市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
夏
休
み
に
入
り

宿
泊
客
が
増
加
し
、
前
年
同
月
微
増
と
な
っ

た
。
三
朝
温
泉
で
は
、
連
日
猛
暑
が
続
き
人

通
り
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
夏
休
み
に
入

る
と
徐
々
に
人
流
は
回
復
し
た
。
羽
合
温
泉

で
は
、
７
月
の
宿
泊
は
前
月
比
約
10
％
増
加
、

前
年
同
月
比
約
20
％
増
加
と
な
っ
た
。
月
の

前
半
は
大
き
な
宿
泊
の
動
き
は
見
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
後
半
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や

高
校
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
受
入
に
よ
り
宿
泊
者

数
が
伸
び
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
７
月
の
新
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
１
，７
７
８
台
で
前
月
比
15
．２
％
、

前
年
同
月
比
15
．３
％
で
と
も
に
増
加
と
な

っ
た
。
中
古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
７
１
０
台
で
前
月
比
２
．６
％
、
前

年
同
月
比
２
．７
％
で
と
も
に
増
加
と
な
っ
た
。

継
続
検
査
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ

て
１
６
，５
２
３
台
で
前
月
比
２
．０
％
、
前

年
同
月
比
１
．７
％
で
と
も
に
増
加
と
な
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
６
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
１

０
６
億
円
、
件
数
２
０
６
件
と
な
っ
た
。
公

共
投
資
は
単
月
、
年
度
累
計
と
も
に
前
年
同

月
比
プ
ラ
ス
と
な
る
も
、
住
宅
投
資
、
設
備

投
資
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
き
、
全
体
と
し
て
は

弱
め
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
資
材
価
格
や

労
務
コ
ス
ト
の
高
騰
が
続
く
中
、
価
格
転
嫁

出
来
な
い
赤
字
工
事
も
発
生
し
、
売
上
、
採

算
の
悪
化
は
継
続
し
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
７
月
の
物
流
は
、
製
造
業
関
係
や
農
産
物

の
輸
送
が
徐
々
に
増
え
て
き
て
お
り
、
先
月

に
比
べ
て
良
好
な
動
き
と
な
っ
た
。
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
は
深
刻
で
時
間
外
労
働
規
制
を
背

景
に
、
ス
ポ
ッ
ト
運
賃
は
高
止
ま
り
が
続
い

て
い
る
。
補
助
金
に
よ
り
軽
油
価
格
が
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
た
。
ま
た
、
荷
物
受
注
に

つ
い
て
も
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
増

加
と
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
引
続
き
深

刻
と
な
っ
て
お
り
、
収
益
確
保
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
今
後
、
果
実
関
連
の
収

穫
時
期
を
迎
え
る
が
雨
不
足
に
よ
る
不
作
も

懸
念
さ
れ
る
。　
　

 （
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
原
材
料
、
特
に
鶏
卵
、
小
豆
、
砂
糖
の
高

騰
及
び
高
止
ま
り
に
よ
り
収
益
を
圧
迫
し
て

い
る
。
味
噌
・
醤
油
業
界
で
は
、
鳥
取
県
産

の
味
噌
は
米
味
噌
１
０
０
％
で
あ
り
地
元
産

の
米
が
望
ま
れ
る
た
め
原
材
料
の
高
騰
が
続

い
て
い
る
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
秋
冬
物
の
受
注
商
談
は
低
調
に
推
移
し
て

い
る
。
衣
料
品
小
売
は
売
上
が
低
迷
し
て
お

り
、
今
後
も
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
対
応
す
る
最

終
小
売
の
値
上
げ
は
困
難
で
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

【
家
具
装
備
品
】

　
売
上
高
は
前
月
比
で
同
水
準
、
前
年
同
月

比
で
減
少
、
収
益
状
況
は
前
月
比
で
同
水
準
、

前
年
同
月
比
で
減
少
し
た
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
、
前
年

同
月
比
で
増
加
、
製
材
品
の
生
産
量
は
横
ば

い
、
合
板
の
生
産
量
は
前
月
比
で
微
増
と
な

っ
た
。
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
も
増
加
し
て

い
る
が
梅
雨
明
け
も
影
響
し
価
格
は
上
昇
傾

向
に
あ
る
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の
稼
働
率
は

前
月
比
１
７
０
％
、
前
年
同
月
比
は
80
％
で

推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
等
諸
経
費
の

高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印
　
刷
】

　
選
挙
関
係
で
売
上
が
増
加
し
た
も
の
の
、

収
益
の
増
加
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
大
阪
万

博
関
連
の
仕
事
が
多
少
見
受
け
ら
れ
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
東
部
地
区
の
７
月
の
出
荷
量
は
、
前
月
比

約
１
１
３
％
、
前
年
同
月
比
約
１
２
１
％
と

な
り
、
い
ず
れ
も
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

中
部
地
区
で
は
前
月
比
約
１
０
１
％
と
横
ば

い
で
推
移
し
た
も
の
の
、
前
年
同
月
比
は
75

％
に
と
ど
ま
り
大
幅
に
減
少
し
た
。
西
部
地

区
で
は
前
月
比
約
１
１
４
％
と
堅
調
な
伸
び

が
見
受
け
ら
れ
、
前
年
同
月
比
で
は
約
１
０

１
％
と
前
年
並
み
の
水
準
を
維
持
し
た
。

【
金
属
製
品
】

　
原
材
料
費
の
高
止
ま
り
と
円
安
に
よ
る
輸
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県内事業者の経営力向上に向けた
価格適正化と賃上げ相談窓口を開設！

相談受付 ●受付期間 令和７年３月３日（月）～令和８年２月２７日（金）
●受付機関 鳥取県中小企業団体中央会
 ※本事業は鳥取県からの受託事業として実施します。

●受 付 先 電　話　0857-26-6671
 メール　honbu@chuokai-tottori.or.jp
 ※電話による受付は、平日の午前９時～午後５時です。（メールは随時）

相談
無料

　物価高騰や人件費高騰などによる厳しい経営環境でも、価格適正化や賃上げを実現するため、価格転
嫁や生産性向上、業務改善等の具体的な方法を企業経営の専門家に相談できる窓口を開設します。

この街と生きていく。もっと大きくあなたの 未来。

理事長　安藤　正樹

本店：鳥取県倉吉市昭和町１丁目６０番地
TEL 0858-22-1111（代）　FAX 0858-22-5607

https://www.kurashin.co.jp/

夏季の省エネに取り組みましょう
全オフィスで消費電力の１％を節電すると、

毎日、家庭約16万世帯が消費する電力と同程度のエネルギーが削減できます。

冷房の省エネ対策
●執務室の冷やしすぎに注意し、無理
のない範囲で室内温度を上げる。

●日中の日射を避けるために、ブライ
ンド、カーテン、遮熱フィルム、ひさ
し、すだれを活用する。
●使用していないエリア（会議室休憩
室、廊下等）は、空調を停止する。

約4％
省エネ効果

照明の省エネ対策
●可能な範囲で執務室や店舗エリア
の照明を間引きする。

●使用していないエリア（会議室、休
憩室、廊下等）は消灯する。

約13％
省エネ効果

約3％

機器の省エネ対策
●長時間離れるときは、OA機器の電
源を切るか、 スタンバイモードに
する。

約4％
省エネ効果

約4％

約2％

※詳細は「省エネポータルサイト」をご覧ください。
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令和7年9月1日

●　国勢調査は、統計法という法律に基づき、10月１日現在で日本に住んでいるすべ

ての人・世帯（外国人の方を含む。）に回答の義務がある大切な調査です。

●　国勢調査の結果は、国・地方公共団体による子育て支援や防災対策のほか、企業等

での利用など、わたしたちの身近な暮らしに広く役立てられています。 

●　回答は、インターネットが簡単便利です。スマートフォンで二次元バーコードを読

み取れば、ID・パスワードの入力なしにログインできます。

【協会けんぽ鳥取支部加入の皆さまへ】

令和7年9月下旬に資格確認書を送付します

マイナ保険証を利用することができない方がこれまで通り医療機関等で
保険診療を受診いただくためのものです。健康保険証の代わりとして
ご利用ください。有効期限は発行から最大5年間です。

現在、協会けんぽの健康保険証をお持ちの方（令和6年11月29日までに新規に資格
取得・扶養認定の決定をされた方）であって、令和7年4月30日時点でマイナ保険証を
お持ちでない加入者様の資格確認書を被保険者様の住所へ送付します。

資格確認書が宛所不明等で協会けんぽに返送された場合は、事業所あてに再度送付いたします。
事業所へ資格確認書が届いた際は従業員様へお渡しいただくようにお願いいたします。

【資格確認書についてのお問い合わせ】
協会けんぽマイナンバー専用ダイヤル
TEL︓0570-015-369

資格確認書の送付
についてはこちら▼

資格確認書とは ?

協会けんぽ
全国健康保険協会 鳥取支部

～９月２０日から順次、調査員がみなさまのお宅を訪問いたします～

令和７年国勢調査を実施します

総務省統計局・鳥取県・市町村 

【問合せ先】鳥取県統計課 TEL：０８５７－２６－７１０５

※国勢調査をよそおった詐欺（さぎ）や不審な調査にご注意ください。

調査員は、その身分を証明する『国勢調査員証』を携帯しています。
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令和7年9月1日 中央会の動き

　
９
月
に
な
り
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
暑
さ

が
続
い
て
い
ま
す
。今
年
の
夏
は
記
録
的
な

猛
暑
と
な
り
、体
力
的
に
も
厳
し
い
毎
日
で

す
。皆
様
も
体
調
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く

だ
さ
い
。ま
た
、９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

で
す
。最
近
は
集
中
豪
雨
や
地
震
な
ど
の
自

然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、有
事
の

際
の
対
策
を
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　
先
月
２３
日
に
夏
の
甲
子
園
大
会
が
閉
会

し
ま
し
た
。選
手
た
ち
が
炎
天
下
の
中
で
プ

レ
ー
す
る
姿
や
、逆
境
に
立
ち
な
が
ら
も
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
挑
み
続
け
る
姿
勢
に
大
き

な
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。懸
命
に
戦
い
抜
い

た
す
べ
て
の
高
校
球
児
の
皆
さ
ん
に
、心
か

ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（

ナ
ゴ
シ
）

編
集
後
記

　
鳥
取
砂
丘
で
ひ
と
き
わ
目
に
つ
く
の

が
ら
く
だ
。
ら
く
だ
に
乗
っ
て
1
周
約

５
分
の
コ
ー
ス
を
ガ
イ
ド
さ
ん
と
一
緒

に
散
歩
し
た
り
、
写
真
撮
影
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
背
中
の
上
か
ら
は
ま

た
違
っ
た
風
景
が
楽
し
め
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
人
懐
っ
こ
く
て
サ
ー
ビ
ス
精

神
旺
盛
な
の
で
、
小
さ
な
子
ど
も
も
安

心
で
す
。
お
散
歩
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

お
土
産
店
「
ら
く
だ
や
」
で
お
買
い
物

も
可
能
で
す
。
珍
し
い
ら
く
だ
を
一
目

見
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
天
候
や
ら
く
だ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
は
営
業
終
了
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
砂
丘
と
ラ
ク
ダ
」           〈
鳥
取
市
〉

今
月
の
表
紙

中央会・組合の 行事予定
日 曜日 行事内容 ・ 時間 ・ 場所

月9
 1 月 経営力強化ソリューション事業・専門家派遣

（対象：若桜街道(商振)） １９：００ ｗｅｂ

 4 木 連携組織等ＤＸ対応支援事業・ＳＮＳ活用支援セミナー 
１３：３０ 中央会館２F

 12 金 連携組織等ＤＸ対応支援事業・ＳＮＳ活用支援セミナー 
１３：３０ ANAクラウンプラザホテル米子

 16 火 西部青年中央会９月例会 １９：００
 ANAクラウンプラザホテル米子

 17 水 中部青年中央会９月例会 １９：００
 倉吉体育文化会館

 18 木 東部青年中央会９月例会 １９：００
 鳥取市文化センター

 29 月 SDGs・カーボンニュートラル普及対応支援事業
・普及推進セミナー １３：３０ 中央会館２F

1 記念講演会
【日 時】 令和７年１１月５日（水） １４：００～１５：００
【場 所】 ホテルニューオータニ鳥取（鳳凰の間）

2 記念式典（表彰式・祝賀会）
【日 時】 令和７年１１月５日（水） １５：2０～１８：３０

表彰式　１５：2０～１６：2０（鳳凰の間）
祝賀会　１６：4０～１８：３０（鶴の間）

【場 所】 ホテルニューオータニ鳥取

中央会創立70周年事業

2日（火） 9日（火） 16日（火） 24日（水） 30日（火）
9月の倉吉出張所相談日のお知らせ

『中小企業とっとり』に
組合の情報を掲載しませんか？
『中小企業とっとり』に

組合の情報を掲載しませんか？

【組合の情報掲載に関するお問い合わせ】
鳥取県中小企業団体中央会　

企画振興部　TEL：0857-26-6671
または組合担当者まで

お気軽にお問合せください！

情 報 募 集

★イベントのPRをしたい

★組合の事業を紹介したい

★組合のニュースを
　取り上げてほしい
　　　　　　などなど
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鳥取県中小企業団体中央会　　TEL（0857）26-6671お問い
合わせは

特定退職金共済制度1
人材の確保・定着のキメ手、
従業員の退職金制度

パートナーズプラン4

オーナーズプラン3

（業務災害補償保険）

（団体扱生命保険）

（団体扱生命保険）

ビジネスJネクスト5

集団扱 自動車保険・火災保険6

総合賠償責任保険制度7

中央会共済制度で
リスクマネジメントを
万全なものとしませんか。

中央会共済制度で
リスクマネジメントを
万全なものとしませんか。

事業保全資金の確保と
経営者の退職慰労金準備のために

従業員の皆さまのための多様な保障準備に

経営者年金共済制度2
経営者および家族従業員の退職金制度

企業を業務上の災害リスクから守る

事業主および従業員のための自動車保険・火災保険

企業を賠償責任リスクから守る


